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学位論文要約
磯島 司

本論文では、trisection及び trisection図式に対する研究を行なった。特に、4次元球面の trisection図式の
標準性と呼ばれる性質に関して研究を行った。
4次元球面内の spun 2-knotに沿って Gluck twistを行って得られる 4次元多様体は 4次元球面に微分同相
であることが知られている。そこでまず、本論文では、spun (2, n)トーラス結び目と spun (p, p+ 1)トーラ
ス結び目（nは 3以上の任意の奇整数、pは 2以上の任意の整数）の場合に、Gluck twistにより得られる 4

次元球面の trisection図式を明示的に構成した。spun (2, n)トーラス結び目の場合に対しては、n = 3の場合
にその図式が標準的であることを示した。また、任意の奇整数 nに対しては、標準性を弱めた概念としてホモ
ロジカル標準性を新たに導入し、構成した図式がホモロジカルに標準的であることを示した。spun (p, p+ 1)

トーラス結び目の場合に対しては、任意の pに対して、構成した図式が標準的であることを示した。
Mazur typeと呼ばれる 4次元多様体に対し、そのダブルを取ることで得られる 4次元多様体は 4次元球面
に微分同相であることが知られている。本論文では次に、Akbulut と Kirby により導入された Mazur type

のダブルから得られる 4次元球面の trisection図式を 2種類構成した。まず 1種類目は、そのMazur typeの
relative trisection図式のダブルを取ることにより得られる。2種類目は、Kirby図式を trisection図式に変換
するアルゴリズムを用いることで得られる。そして、このようにして得られる trisection図式が標準的である
ことを示した。


